
※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。

（代表質問） 

質問日   令和５年３月６日（月） 質問方式 分割方式 

質問順位 ３ 会派名 創造浜松 議席番号 35 氏名 湖東 秀隆 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ サステナブルな

地域社会の構築に

ついて 

２ こども第一主義

について 

３ カーボンニュー

トラルの推進につ

いて 

市長が、４期16年間に財政の健全化に向けて取り組

んできた行財政改革の下、1300億円以上の市債が削減

された。また、「こども第一主義」「少子高齢化社会へ

の対応」「ＳＤＧｓ推進」についても、評価に値するも

のである。 

(1) 財政の健全化を推進してきた鈴木市長として、次の

市長に財政面の見地から期待することは何か伺う。 

(2) ＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」は、「おんな城主

直虎」「いだてん」に引き続いての浜松にゆかりのある

大河ドラマであるが、今のところ、前２作ともに、経

済効果が一過性で市内の一部地域に限られているとの

評価もあり、市域全体に十分な効果が現れる戦略が必

要と考える。財務部として、大河ドラマへの投資効果

として何を期待しているのか伺う。 

(3) 行政区の３区への再編は、「ひとつの浜松」の醸成を

さらに深め、文化振興と観光シティプロモーションの

連携が必要であり、併せて人流・物流を生むためにも、

道路及び公共交通網の整備も重要と考える。しかし、

新市建設計画の総括の中で、未完了として整理された

事業は「地域の実情などを勘案しながら、個別計画な

どにおいて検討する」と明記されているが、再編の渦

に巻き込まれ闇に葬られることを心配する。そこで、

今後の対応を伺う。 

(1) 放課後児童会の現場では、入会希望に添えない状況

が続いているが、制度との整合性をどのように考えて

いるのか伺う。また、子供を預かる施設の環境も不十

分であり、改善が求められているが、今後の対応を伺

う。 

(2) 放課後等デイサービス等の障害児通所支援事業者

が、詐欺事件で逮捕、起訴され、指定取消処分を受け

たことにより、障害児及びその保護者から不安と困惑

の声を聞いている。児童発達支援管理責任者の不在・

不足、療育の問題、不正請求等における市の指導監査

体制についての対応を伺う。 

市内の中高生をはじめ、大学生も将来に向けての環

境対策への関心が高まってきたと思われる。国が示す

「地域脱炭素ロードマップ」では、2050年カーボンニ

ュートラルの実現に向けて、脱炭素に向かう地域特性

等に応じた先行的な取組を推進するため、地域脱炭素
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表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

４ 災害に強いまち

づくりについて 

移行・再エネ推進交付金が創設されるなど、地域脱炭

素先行地域づくり事業が進められている。このような

事業の採択を受けることにより、本市のカーボンニュ

ートラルを強力に推進することができると考えるが、

今後の取組について伺う。 

昨年９月の台風第15号により、多くの市民が大雨に

よる被害を受け、各区役所をはじめ危機管理課でも対

応に苦慮したと理解する。しかし、この風水害から多

くの教訓を学んだと考える。その後、災害についての

会議が開催され、課題が抽出され、改善策も検討され

たようだが、事前・初期対応・発災直後の各機関との

調整などについて改めて伺う。 

(1) 台風接近時には、危機管理課をはじめ、各区役所な

どが事前配備につき、市内の河川の水位状況や浸水・

土砂崩れなど、様々な情報が危機管理課に入ってきた

と思う。そこで、発災前から発災初期にかけて、区役

所や県土木事務所、消防や警察などとどのように連携

したのか伺う。 

(2) 浜松市危機管理要綱では、「危機的な事態が発生する

おそれがある場合」と明記されているが、誰がどの時

点で判断して、どのように対処するのか、一般職員か

らは、判断に苦しむとの声が聞かれた。浸水や土砂崩

れ発生後、二次災害のおそれがある場合には、現地状

況を迅速に調査し、避難情報などを発令する必要があ

ると考える。そこで、現場判断での課題と今後の対応

について伺う。 

(3) 各担当課に尋ねたところ、危機管理要綱自体の認識

が甘く、危機管理の意識が薄いと思う。今後、要綱・

マニュアルの作成、あるいは広島市と同様に、危機管

理計画として、全職員が認識することも重要と考える

が所見を伺う。 

(4) 台風第15号により河川・排水路において甚大な浸水

被害が発生した。過去に同様な被害を被った事案につ

いても浸水被害の発生原因を把握し、地域の特性に応

じた対策を進める必要があると考えるが所見を伺う。 
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